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シリーズで病院の現状・課題・取組をお知らせします

高齢社会と地域包括ケア～坂下病院の役割～
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 文化、経済の発展と高齢社
会の中で医療が大きく変わり
ました。かつて医療の中心で
あった結核、赤痢、コレラ、
チフス、ジフテリアなどの感
染症は減少し、それに変わっ
て糖尿病、肥満、高脂血症な
ど生活習慣病と呼ばれる慢性

疾患が主体となっています。これら慢性疾患では一生
病気と付き合う事が多くなり、生活習慣の改善など予
防のための健康づくりが重要となって来ます。一方、
現代社会の主翼を担う高齢者は血圧が高く、白内障が
あり腎臓、心臓が悪く腰も痛いなど病気を幾つも抱え
ている事が多々あります。また青壮年に比べ病気に対
する抵抗力も弱く、さらに寝込めば認知症が出現した
り歩行機能が衰えたりします。そのため入院の原因と
なった病気が治癒してもそのままではなかなか社会復
帰はできません。まして独居、あるいは高齢世帯では
一度、病にかかると現状に戻る事はなかなか困難です。

 このような時代背景の中で坂下病院は従来から地域
包括ケアを提唱し実践してきました。地域包括ケアと
は単に医療（キュア）に留まらず疾病予防のための健
康づくり、在宅ケア、リハビリテーション、福祉・介
護サービス（ケア）の全てを包含する生活を視野に入
れた全人的医療です。言い換えれば保健部門と一緒に
なった健康づくりによる病気の予防を行うものです。
急性期の医療が終了した後もそれで終りではなく福祉、
介護と連携、あるいは一体となって社会復帰できるよ
うに支援していく、あるいは再発予防を行っていくの
です。高齢社会において地域の方々が住み慣れた地域
で安心して暮らせるためにもこうした地域包括ケアは
重要です。興味あることにこのような地域包括ケアが
充実している地域では寝たきりが少なく、医療費も減
少すると言われています。健康医療課、かかりつけ医、
介護施設など関係諸機関と連携し中津川市全体に地域
包括ケア体制が構築されれば素晴らしいことです。そ
のためにも地域包括ケアを推進してきた坂下病院の役
割は大きいと思います。

国保坂下病院病院長
高山 哲夫



問 中津川市民病院 地域医療連携・医療相談室（ ６６ １２５１）
  国保坂下病院  地域医療連携室（ ７５ ３１１８）

 病院には、ごく軽い症状の方から入院が必要な方まで様々な患者さんでいっぱいです。そこで、患者さん

により良い医療を提供するために、診療所と病院の機能を分担した「地域医療連携」が必要となります。

 中津川市民病院・国保坂下病院では、地域の様々な医療機関（かかりつけ医）から高度で専門的な治療や

検査を必要とする患者さんを御紹介いただき、それらの治療や検査を行います。安定した状態となった患者

さんには継続的なケアを受けていただくため、紹介いただいた医療機関（かかりつけ医）へ逆紹介する病診

連携事業に取り組んでいます。

「かかりつけ医」と「中津川市民病院・国保坂下病院」との上手な利用法

ポイント
 中津川市民病院、国保坂下病院では紹介状をお持ちの方は、優先的に診察させていただ

きます。（緊急度の高い患者様がいらっしゃる場合はそちらを優先させていただきます。）
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